
旧川越キングス・ガーデン跡地利用「憩いの園」構想 
 

「主はシオンを慰め、またそのすべて荒れた所を慰めて、その荒野をエデンのように、 
そのさばくを主の園のようにされる。こうして、その中に喜びと楽しみとがあり、 
感謝と歌の声とがある。」        （口語訳聖書 イザヤ書５１章３節） 

 
主 意：2019 年 10 月、大洪水の被災を永く記憶し、常に災害に対する心構えを忘れず、

復興に関わって下さった方々への感謝を捧げ、コロナ禍で外出することが困難となった主

の園の入居者の方々への福祉を念頭に、この跡地を有効に用いることを旨とする。 
 
跡地の利用法：主の園の入居者の心身の健康が促進され、職員と共に憩うことができるよ

う敷地を整備する。そのため、 
① 園の内外の自然を楽しみ、自由に散策できるよう散歩道（車椅子や歩行器での通行可）

を整備する。水害の教訓を活かし建物は建設しないが、休憩のためのベンチ、日よけ用

の可動折り畳みパラソル等は設置したい。 
② 高齢者の生きがい、リハビリテーション、QOL を高める工夫を採り入れ、花壇、菜園、

植樹、自立者と共に車椅子の方も使用できる多目的広場を整備したい。 
③ 園の入居者、家族、訪問客、救急車、介護サービスに係る送迎車等の駐車のため、70～

80 台程度の駐車が可能な駐車場を整備する。 
④ その他にも、必要不可欠の設備は整備する。 
 
その他：ケアハウス主の園入居者や特養キングス・ガーデン利用者の要望やアイディアが

あれば前向きに検討し、施設入居者と職員、またボランティアと共に、潤いとユーモアのあ

る「憩いの園」を育てていきたい。 
【 例 】  
① 実のなる木（柿・栗・ミカン等）を植え、季節の収穫を楽しむ。 

 ＜ イガを剥くガキの頃を思い出し ＞ 
② 小さな花壇を作り、パンジーの苗や水仙の球根等を植え、開花を楽しむ。 

 ＜ もうひと花さかせましょうと苗を植え ＞ 
③ 小さな菜園を作り、ミニトマトやサヤエンドウの収穫を楽しむ。 

 ＜ 大よりもミニのトマトが進化形？ ＞ 
④ 散歩道を一周したらポイント１，10 点溜まったらハンドティシューひとつ。 

＜ 健康のバロメーターよ、道巡り ＞ 
⑤ 洪水からの復興を記念し、平和な暮らしに感謝する縁として木板に記念看板。   

 ＜ 世の平和 祈るのも老いの務めなり ＞ 
⑥ 「憩いの園」内に、川柳ポストを作り、投稿者の優秀作品を掲示する。 

 ＜ 生きるのにユーモアの味 欠かせない ＞ 
⑦ 入居者と職員が毎年楽しみにしていた花見ができるよう桜を植樹する。 

 ＜ 復興の宴（うたげ）夢見る 花の下 ＞ 



解体後土壌計画予定図。 

 



 












